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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年4月21日(2011.4.21)

【公表番号】特表2010-520947(P2010-520947A)
【公表日】平成22年6月17日(2010.6.17)
【年通号数】公開・登録公報2010-024
【出願番号】特願2009-553118(P2009-553118)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  59/68     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  63/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  71/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/32     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  59/68    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  63/00    　　　Ａ
   Ｃ０８Ｌ  71/00    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｋ   5/06    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/32    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/36    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年2月15日(2011.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）３０～８０重量％のエポキシ含有成分；
　（ｂ）５～６５重量％の、その分子内にオキセタン環を含む化合物；
　（ｃ）１～２５重量％の、２，０００以上の分子量Ｍｗを有するポリオール；
　（ｄ）アンチモン非含有カチオン性光開始剤；
を含み、ここで重量％は光硬化性組成物の全重量を基準とするものである光硬化性組成物
。
【請求項２】
　カチオン性光開始剤がトリアリールスルホニウムヘキサフルオロホスフェート塩を含む
、請求項１に記載の光硬化性組成物。
【請求項３】
　成分（ｂ）が、３－エチル－３－ヒドロキシメチルオキセタン、３－（メタ）アリルオ
キシメチル－３－エチルオキセタン、（３－エチル－３－オキセタニルメトキシ）メチル
ベンゼン、４－フルオロ［１－（３－エチル－３－オキセタニルメトキシ）メチル］ベン
ゼン、４－メトキシ［１－（３－エチル－３－オキセタニルメトキシ）メチル］ベンゼン
、［１－（３－エチル－３－オキセタニルメトキシ）エチル］フェニルエーテル、イソブ
トキシメチル（３－エチル－３－オキセタニルメチル）エーテル、イソボルニルオキシエ
チル（３－エチル－３－オキセタニルメチル）エーテル、イソボルニル（３－エチル－３
－オキセタニルメチル）エーテル、２－エチルヘキシル（３－エチル－３－オキセタニル
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メチル）エーテル、エチルジエチレングリコール（３－エチル－３－オキセタニルメチル
）エーテル、ジシクロペンタジエン（３－エチル－３－オキセタニルメチル）エーテル、
ジシクロペンテニルオキシエチル（３－エチル－３－オキセタニルメチル）エーテル、ジ
シクロペンテニル（３－エチル－３－オキセタニルメチル）エーテル、テトラヒドロフル
フリル（３－エチル－３－オキセタニルメチル）エーテル、テトラブロモフェニル（３－
エチル－３－オキセタニルメチル）エーテル、２－テトラブロモフェノキシエチル（３－
エチル－３－オキセタニルメチル）エーテル、トリブロモフェニル（３－エチル－３－オ
キセタニルメチル）エーテル、２－トリブロモフェノキシエチル（３－エチル－３－オキ
セタニルメチル）エーテル、２－ヒドロキシエチル（３－エチル－３－オキセタニルメチ
ル）エーテル、２－ヒドロキシプロピル（３－エチル－３－オキセタニルメチル）エーテ
ル、ブトキシエチル（３－エチル－３－オキセタニルメチル）エーテル、ペンタクロロフ
ェニル（３－エチル－３－オキセタニルメチル）エーテル、ペンタブロモフェニル（３－
エチル－３－オキセタニルメチル）エーテル、ボルニル（３－エチル－３－オキセタニル
メチル）エーテルから選択される、請求項１又は２に記載の光硬化性組成物。
【請求項４】
　成分（ｂ）が、組成物の全重量を基準として５～４０重量％の量、最も好ましくは５～
２５重量％の量で存在する、請求項１～３のいずれかに記載の光硬化性組成物。
【請求項５】
　成分（ｃ）のポリオールがポリエーテルポリオールである、請求項１～４のいずれかに
記載の光硬化性組成物。
【請求項６】
　組成物が、成分（ｇ）として、アルコール官能基を有し、１，５００以下、好ましくは
７５０以下、より好ましくは５００以下の分子量Ｍｗを有する化合物を含む、請求項１～
５のいずれかに記載の光硬化性組成物。
【請求項７】
　成分（ｇ）の化合物が、ポリ（オキシテトラメチレン）ポリオール、ポリ（オキシプロ
ピレン）ポリオール、ポリ（オキシエチレン）ポリオール、ヒドロキシ末端ポリブタジエ
ン、又はヒドロキシ末端ポリシロキサンから選択される、請求項６に記載の光硬化性組成
物。
【請求項８】
　成分（ｆ）として、組成物の全重量を基準として５～４０重量％の（メタ）アクリレー
トを含む、請求項１～７のいずれかに記載の光硬化性組成物。
【請求項９】
　４０より高いＬ＊値を示す、請求項１～８のいずれかに記載の光硬化性組成物。
【請求項１０】
　組成物が、成分（ｃ）として２，０００以上の分子量を有するポリオールと、５００以
下の分子量を有するヒドロキシル含有化合物（ｇ）との組みあわせを含む、請求項１～９
のいずれかに記載の光硬化性組成物。
【請求項１１】
　（ａ）３０～８０重量％のエポキシ含有化合物；
　（ｂ）５～６５重量％の、その分子内にオキセタン環を含む化合物；
　（ｃ）１～２５重量％の、２，０００以上の分子量Ｍｗを有するポリオール；
　（ｄ）０．２～１０重量％のアンチモン非含有カチオン性光開始剤；
　（ｅ）０．０１～１０重量％の遊離基光開始剤；及び場合によっては
　（ｈ）１種類以上の安定剤；
を含み、ここで重量％は光硬化性組成物の全重量を基準とするものである、請求項１～１
０のいずれかに記載の光硬化性組成物。
【請求項１２】
　（ａ）３０～８０重量％の脂環式又はペル水素化芳香族部分を有するエポキシ含有成分
；
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　（ｂ）５～６５重量％の、その分子内にオキセタン環を含む化合物；
　（ｃ）１～２５重量％の、２，０００以上の分子量Ｍｗを有するポリオール；
　（ｄ）アンチモン非含有カチオン性光開始剤；
　（ｆ）５～６０％の、脂環式、水素化、又はペル水素化芳香族部分を有する（メタ）ア
クリル成分；
を含み、ここで重量％は光硬化性組成物の全重量を基準とするものである、請求項１～１
１のいずれかに記載の光硬化性組成物。
【請求項１３】
　（ａ）３０～８０重量％のエポキシ含有化合物；
　（ｂ）５～６５重量％の、その分子内にオキセタン環を含む化合物；
　（ｃ）１～２５重量％の、２，０００以上の分子量Ｍｗを有するポリオール；
　（ｄ）０．２～１０重量％のアンチモン非含有カチオン性光開始剤；
　（ｅ）０．０１～１０重量％の遊離基光開始剤；及び場合によっては
　（ｇ）０．５～１０重量％の、ＯＨ基及び１，０００より低い分子量Ｍｗを有する化合
物；
　（ｈ）１種類以上の安定剤；
を含み、ここで重量％は光硬化性組成物の全重量を基準とするものである、請求項１～１
２のいずれかに記載の光硬化性組成物。
【請求項１４】
　（Ａ）請求項１～１３のいずれかに記載の硬化性組成物の層を表面上に施し；
　（Ｂ）層を化学線照射に像様曝露して画像様横断面を形成し；
　（Ｃ）請求項１～１３のいずれかに記載の組成物の第２の層を従前に曝露した画像様横
断面上に施し；
　（Ｄ）工程（Ｃ）からの薄層を化学線照射に像様曝露して更なる画像様横断面を形成し
、ここで、照射によって曝露領域内の第２の層の硬化及び従前に曝露した横断面への接着
を引き起こし；
　（Ｅ）３次元物品を形成するために工程（Ｃ）及び（Ｄ）を繰り返す；
ことを含む、３次元物品の製造方法。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の方法によって製造される３次元物品。


	header
	written-amendment

